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左上から

・登山前のミーティ
ング

・祠設置前の山頂
の様子

・新旧の祠

・新しく再設置され
た祠

新しい祠の設置
当日の様子

め
、
10
月
14
日
に
「
古
道
の
登
頂

登
山
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

設
置
登
山
で
は
分
割
し
た
と
は

い
え
、
30
㎏
近
く
の
重
い
荷
物
を

背
負
っ
て
の
登
山
で
は
、
傾
斜
が

急
で
歩
み
を
進
め
づ
ら
く
、
場
所

に
よ
っ
て
は
草
木
を
か
き
分
け
な

が
ら
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
。
山

登
り
に
慣
れ
た
学
生
で
あ
っ
て
も

体
力
的
な
負
担
が
大
き
か
っ
た
よ

う
で
す
。
中
に
は
、「
命
の
危
機
を

感
じ
た
」
と
い
う
感
想
も
あ
り
、

気
軽
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
山
で

は
な
い
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
よ

う
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
苦
労
を
越
え

て
頂
上
に
着
き
、
無
事
に
帰
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は

楽
し
さ
と
爽
快
感
に
変
わ
り
ま

す
。
景
色
の
変
化
、
仲
間
と
と
も

に
得
ら
れ
る
達
成
感
は
、
か
け
が

え
の
な
い
経
験
に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

今
後
は
登
山
道
を
維
持
し
つ

つ
、
も
う
少
し
登
り
易
く
出
来
る

よ
う
な
道
が
付
け
れ
る
様
、
な
ん

と
か
活
動
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

皆
様
に
、
改
め
て
感
謝
・
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
制
限
さ
れ

た
活
動
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
愛

媛
大
学
・
笠
松
浩
樹
准
教
授
と
配

下
の
学
生
の
皆
さ
ん
達
の
力
を
借

り
ま
し
て
、
入
り
口
か
ら
１
km
程

の
古
道
の
整
備
と
、
そ
の
古
道
の

先
に
あ
る
里
山
の
針
葉
樹
林
帯
の

間
伐
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
補
助
金
事
業
が
終
了

し
た
昨
年
度
（
令
和
５
年
度
）
は
、

笠
松
先
生
に
よ
る
『
地
域
連
携
実

習
』
と
い
う
授
業
に
お
い
て
、
三

秋
地
区
を
対
象
に
、
学
生
さ
ん
達

に
実
践
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
古
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
三
秋
の
歴
史
を
踏
ま

え
、
三
秋
の
未
来
を
考
え
る
」
と

い
う
実
習
目
的
の
も
と
、
昨
年
６

月
17
日
・
18
日
に
明
神
山
や
大
池

の
歴
史
・
文
化
を
探
る
た
め
の
「
現

地
聞
取
り
調
査
」
を
行
い
、
住
民

と
企
画
・
実
践
す
る
た
め
の
活
動

と
し
て
、
崩
れ
て
放
置
さ
れ
て
い

た
明
神
社
の
祠
を
ど
う
に
か
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
祠
を
石
製
に

し
て
再
設
置
す
る
事
と
な
り
、
三

秋
自
治
区
が
製
作
し
て
く
れ
た
石

製
明
神
社
祠
を
再
設
置
す
る
た

　

最
初
の
登
山
イ
ベ
ン
ト
の
後
、

有
志
に
て
林
野
庁
の
「
森
林
・
山

村
多
面
的
発
揮
対
策
交
付
金
」
事

業
に
よ
る
補
助
を
受
け
、
３
年
間

登
山
道
（
古
道
）
整
備
の
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
活
動
を
見
守
っ
て

頂
い
た
、
地
権
者
様
及
び
自
治
区

の
区
長
・
役
員
の
方
々
、
地
域
の

愛
大
生
と
山
頂
社
祠
の

再

生

を

完

了

！

（文
責
）　

中
藤　

彰
悟

①
仙
波
尚
（
セ
ン
バ
タ
カ
シ
）・
総

代
・
60
歳
・
Ｄ
Ｉ
Ｙ（
日
曜
大
工
で

作
る
物
は
、
愛
着
が
湧
き
、
何
か

特
別
な
物
に
感
じ
ま
す
。）

②
石
川
県
能
登
地
方
で
最
大
震
度

７
を
観
測
す
る
地
震
が
あ
り
ま
し

た
。
中
央
構
造
線
・
伊
予
断
層
が

近
く
を
走
る
三
秋
地
区
に
お
い

て
、
災
害
時
の
防
災
は
と
て
も
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
少
し
ず
つ
勉
強
し
生
ま
れ
育

っ
た
三
秋
地
区
に
、
少
し
で
も
役

に
立
て
れ
る
よ
う
に
努
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

③
集
落
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
レ
ン

コ
ン
収
穫
体
験
会
は
、
活
気
が
あ

ふ
れ
、
楽
し
く
記
事
を
拝
見
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
長

く
住
ん
で
い
る
土
地
や
馴
染
み
の

あ
る
場
所
で
も
、
そ
の
歴
史
は
意

外
と
知
ら
な
い
も
の
で
す
。
三
秋

の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
あ
り
が
た
い
で
す
。

④
総
代
と
い
う
立
場
に
は
、
ま
だ

ま
だ
未
熟
な
点
が
多
々
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
精
一

杯
運
営
に
携
わ
っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

④
地
域
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
。

①
竹
本
光
一
（
タ
ケ
モ
ト
コ
ウ
イ

チ
）・
専
務
総
代
・
64
歳
・
大
型
バ

イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン
グ

②
地
域
の
こ
と
、
何
も
知
ら
ず
に

ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
間
過
ご
し
て

い
く
中
で
、
行
事
ご
と
に
参
加
し

て
地
域
の
こ
と
を
知
る
機
会
に
な

れ
ば
と
思
う
。

③
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
興
味
を
持

つ
よ
う
な
話
題
作
り
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

①
折
井
敬
（
オ
リ
イ
タ
カ
シ
）・
区

長
・
75
歳
・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
（
北

山
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
監
督
で
全

国
優
勝
）

②
今
年
元
旦
に
起
き
た
能
登
半
島

地
震
を
見
て
、
明
日
は
我
が
身
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
も
何
年
後
か
に
起
こ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
家
族
で

話
し
合
っ
て
準
備
し
て
、
自
分
の

命
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

③
２
０
１
６
年
４
月
に
み
あ
き
新

聞
が
始
ま
っ
た
、
役
員
の
皆
さ
ま

と
関
係
者
の
努
力
に
感
謝
し
ま

す
。
今
後
と
も
三
秋
住
民
の
皆
さ

ま
の
力
を
借
り
て
益
々
発
展
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

④
高
速
道
路
の
工
事
も
終
わ
り
に

近
づ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

は
大
池
の
改
修
工
事
が
始
ま
り
、

住
民
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
部
落
行
政
に

つ
き
ま
し
て
も
ご
協
力
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
役
職
・
年

令
・
趣
味
特
技
等

②
新
年
度
へ
の
抱
負
に
つ
い
て

③
地
域
新
聞
み
あ
き
に
期
待
す
る

こ
と
或
い
は
思
う
こ
と

④
住
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

　

今
年
度
（
令
和
６
年
度
）
改
選

と
な
り
ま
し
た
新
役
員
３
名
の
方

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
以
下
次

の
形
式
に
て
記
載
。

左から竹本新専務総代・折井新区長・仙波新総代

新
任
役
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

３
月
10
日
、
令
和
５
年
度
三
秋
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
２
年
以
来
、
４
年
ぶ
り
の
通
常

開
催
と
な
っ
た
今
年
は
、
執
行
部

三
役
全
員
が
任
期
満
了
と
な
る

為
、
各
種
事
業
及
び
会
計
報
告
の

後
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
役
員
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
、
そ
し
て
、
新
役
員
の
皆

さ
ん
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。                       

４年ぶり制限なしで開催された総会

（文
責
）　

原
田　

浩
明

４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
、

三

秋

通

常

総

会

皆さんのお家に古い写真が眠っていませんか？昔の風景や
お祭り等、三秋に関する昔の写真がございましたらご連絡く
ださい。また、その他の投稿・情報・写真も随時お待ちし
ております。 ★みあきの○○〇 ★うちの家族を紹介します　
etc・・・。自薦他薦問いません。お近くの当新聞編集
委員もしくは、メールにてご連絡下さい。　　
info.miaki@gmail.com

編   集    後    記
最近、野草に興味を持つようになり、食用に適した野
草を文献やネット等で調べて、美味しい調理法を研究
しています。食用に適した野草がそこら辺に生えてい
る草の中に意外とあること、そして、季節ごとに様々
な種類あり、地域特有の草も存在していることを知り、
更に興味が湧いてきました。皆さんの身の回りにもあ
ると思いますので、一度調べてみてはいかがでしょう
か。

第21号の当選者は伊予市の福森さんです。おめでとう
ございます。

　三秋線には、３箇所のバス停があ
りますが、始発点の三秋から三秋口
までの間は、フリー乗降区間になっ
ているので、区間内ならどこでも乗
り降りができます。
運行日:月～金 運休日:土・日・祝日・12/29～1/3
問い合わせ先:伊予市　経済雇用戦略課　
                                       代表　℡９８２－１１１１

解説

①　三秋口（A）
②　三秋消防団詰所（B）
③　三秋（C）

答え

第21号のクイズの答えと解説

れかにてご応募ください。正解者の中から抽選で１
名の方に図書カード５００円分をプレゼントいたし
ます。
宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２
            地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切 2024年９月９日（月）必着
当選発表　本紙第23号にて
※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳
重に管理し、プレゼントの発送及び当事務局からの
お知らせ以外の目的では使用いたしません。

応募フォームこちら

①クイズの答え 　
かっぱうようよ号（　）
鉄道ホビートレイン（　）
夕焼けビールトロッコ列車 （　）
②住所③氏名④年令⑤本紙の感想
（どの記事が良かったか）などを
明記の上、郵便ハガキ・Ｅメール・
公式 HP の応募フォーム（左記の
QR コードからアクセス）のいず

応 募 方 法

A 一番右側の車両

B 一番左側の車両

C 右側の車両

Q.Ａ～Ｃの車両は、次のうちどの名称で呼ばれてい
ますか。

ＪＲ四国で、通常は「愛ある伊予灘線」を運行しない、
他の路線を運行している車両です。

読者プレゼントコーナー 
～通常他路線を運行する車両に関するクイズ～  

次号では、新しく家族になった「おいも」ちゃん「こむぎ」ちゃん「おこめ」ちゃん
を紹介します。

性別 さび猫の女の子

年齢 １１歳か１２歳？
会社に迷い込んできた子ですが、
家族の一員になりました。

性格 今は、体調を崩しがちですが、体
調の良い時は、外に出て自由に過
ごしています。

性別 女の子

年齢 １１歳　５月２２日生まれ

犬種 黒のトイプードル

性格 年を重ねたせいで、体毛が少し白
くなってきていますが、負けん気
が強く、元気いっぱいで、走るの
が速い子です。知っている人がい
れば、大変喜んでくれます。

武知錠司さんの「ジュン」ちゃんと「ミー」ちゃんNo.13
うちの家族を紹介します （文責・日山　貞治）

きの編集委員会にもお邪魔しています。いわば、三秋の人間では
ない私ですが、こうした形で関わらせてもらい、大変感謝してい
ます。
　さて、そんな私が行っている活動で、昨年『いよし百冊物語』
という冊子を発行しました。「あなたが好きな本を 1 冊教えてく
ださい！」伊予市に住む人関わる人約100人に、本を1冊紹介し
てもらい、それらをまとめた冊子です。この冊子を作成するにあ
たり、三秋でも事前に「推し本紹介読書会」を行いました。そして、
冊子では三秋の方が8名登場してくれました。おかげさまで大好
評だったこの冊子。「私も書きたい！紹介したい！」という声を
受け、現在第2弾の制作準備に取りかかっています。
　昨年発行した『いよし百冊物語』第1弾につきましては、図書
館や伊予市内の公民館でも見ることができます。お目にかかる機
会がありましたら、ぜひ、あなたの好きな本も教えて下さい。

　令和元年第10号から、この「み
あき図書館」を書かせてもらって
います。12回目となる今号では、
自己紹介をさせて下さい。私は伊
予市内で「いよ本プロジェクト」
という本に関わる活動をしていま
す。紹介型の読書会や古本の交換
会を開催しながら、南伊予で私設
図書館ビブリオ AA を開館してい
ます。2019年から始めた活動も、
6 年目となりました。ひょんなこ
とからご縁があり、ホタル観賞会
に参加したり、レンコン収穫体験
会を手伝ったり、なかなか毎月は
参加できませんが、地域新聞みあ

いよ本プロジェクト運営委員会（編集・発行）
『いよし百冊物語』
みあき図書館 （文責・岡田　有利子）



種レンコン植付け後（2024年5月）

烏谷池の自生レンコン（2018年9月）

　

今
年
で
、
６
年
目
を
迎
え
る
『
レ

ン
コ
ン
収
穫
体
験
会
』
用
の
レ
ン

コ
ン
栽
培
が
ス
タ
ー
ト
。
例
年
通

り
、
４
月
初
旬
に
種
レ
ン
コ
ン
の

掘
り
出
し
と
、
植
え
付
け
を
行
っ

た
。
今
年
は
、
特
に
自
生
レ
ン
コ

ン
の
活
用
を
意
識
し
た
栽
培
が
特

徴
だ
。
こ
こ
で
言
う
『
自
生
レ
ン

コ
ン
』
と
は
、
そ
の
年
の
レ
ン
コ

ン
を
掘
り
起
こ
さ
ず
、
そ
の
ま
ま

翌
年
の
種
レ
ン
コ
ン
と
し
て
栽
培

し
た
レ
ン
コ
ン
で
あ
る
。
逆
に
、

掘
り
起
こ
し
た
も
の
を
種
レ
ン
コ

ン
と
し
て
植
え
栽
培
し
た
レ
ン
コ

ン
は
『
再
生
レ
ン
コ
ン
』
と
呼
ぶ
。

　

１
年
目
か
ら
栽
培
管
理
を
担
っ

て
お
ら
れ
る
𠮷
岡
さ
ん
に
よ
る

と
、
４
年
目
か
ら
試
験
的
に
一
部

自
生
レ
ン
コ
ン
と
し
て
、
再
生
レ

ン
コ
ン
と
一
緒
に
栽
培
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
自
生
レ
ン
コ
ン

の
方
が
草
勢
が
強
い
傾
向
に
あ
る

と
い
う
。
元
来
、
レ
ン
コ
ン
は
連

作
障
害
を
起
こ
し
や
す
い
作
物
と

言
わ
れ
て
お
り
、
毎
年
植
え
る
場

所
を
変
え
な
が
ら
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
栽
培
す
る
の
一
般
的
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
三
秋
に
お

い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
上
の
都
合
も

あ
り
、
１
年
目
か
ら
同
じ
畑
で
栽

培
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
レ
ン
コ
ン

が
収
穫
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、

お
そ
ら
く
栽
培
で
利
用
し
て
い
る

水
が
明
神
山
か
ら
の
湧
き
水
で
あ

る
か
ら
で
は
な
い
か
と
𠮷
岡
さ
ん

は
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
当
新
聞
第
８

号
に
て
、
取
り
上
げ
た
烏
谷
池
の

自
生
レ
ン
コ
ン
だ
（
詳
し
く
は
第

８
号
を
参
照
）。
こ
ち
ら
も
明
神
山

か
ら
の
湧
き
水
で
育
っ
て
お
り
、

こ
の
点
で
両
者
は
共
通
し
て
い

る
。
今
年
は
、
自
生
レ
ン
コ
ン
の

領
域
を
増
や
し
て
い
る
の
で
、
天

候
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
例
年
以
上
に

た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る
も
の
と
期

待
さ
れ
る
。

イベントで掘り起こした所に植付け

（文
責
）　

原
田　

浩
明

自

生

と

再

生

の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
レ
ン
コ
ン

校門前の横断歩道にて

　

４
月
16
日
、
北
山
崎
小
学
校
に

て
恒
例
の
交
通
安
全
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
校
庭
内
に

て
実
際
の
道
路
に
見
立
て
た
模
擬

道
路
で
、
歩
き
方
や
交
差
点
で
の

渡
り
方
な
ど
の
基
本
的
な
交
通

ル
ー
ル
を
学
び
、
次
に
、
実
際
の

道
路
に
出
て
実
践
。
慣
れ
な
い
動

作
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
警
察
官

の
丁
寧
な
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
た
新
入
生

の
皆
さ
ん
で
し
た
。

校庭内にてしっかりと練習

は

じ

め

て

の

交

通

ル

ー

ル

（文
責
）　

原
田　

浩
明

川本朱里さんより

藤井彩佳さんより

新田楓牙くんより

久保大和くんより 谷本絋之くんより

播
磨
柚
姫
（
は
り
ま　

ゆ
ず
き
）

さ
ん
、
河
野
彩
和
（
こ
う
の　

さ

わ
）
さ
ん
、
中
学
校
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
高
校
で
は

同
じ
夢
を
見
る
友
人
に
出
会
う
機

会
も
あ
り
ま
す
。
部
活
、
勉
強
に

と
、
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
と
思
い

ま
す
。
ど
う
か
、
自
分
を
大
切
に
、

伸
び
伸
び
と
成
長
で
き
ま
す
よ
う

に
と
応
援
し
て
い
ま
す
。

の
ペ
ー
ス
で
輝
け
ま
す
よ
う
に
と

応
援
し
て
い
ま
す
。

藤
井
彩
佳
（
ふ
じ
い　

あ
や
か
）

さ
ん
、
久
保
大
和
（
く
ぼ　

や
ま

と
）
く
ん
、
川
本
朱
里
（
か
わ
も

と　

あ
か
り
）
さ
ん
、
新
田
楓
牙

（
に
っ
た　

ふ
う
が
、
中
村
地
区
）

く
ん
、
小
学
校
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
小
学
校
で
楽
し

い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
ね
。
中

学
校
で
は
生
徒
数
も
増
え
、
慣
れ

な
い
日
々
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ど
う
か
自
分
ら
し
く
、
そ
れ
ぞ
れ 右から藤井さん、川本さん、久保くん、新田くん

谷
本
絋
之
（
た
に
も
と　

ひ
ろ
ゆ

き
）
く
ん
、
小
学
校
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
小
学
校
で

は
た
く
さ
ん
お
友
だ
ち
を
つ
く
っ

て
、
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
と
応
援
し
て
い
ま
す
。

入学式当日の絋之くん

卒
業
・入
学
お
め
で
と
う

（文
責
）　

稲
多　

早
苗

灯籠全景

う
で
す
。
種
類
も
花
崗
岩
等
の
石

材
を
加
工
し
、
組
み
合
わ
せ
た
普

通
型
と
、
地
元
の
自
然
石
を
組
み

合
わ
せ
た
山
灯
籠
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

原
中
の
常
夜
燈
は
、
安
山
岩
の

自
然
石
を
組
ん
だ
山
灯
籠
で
、
火

袋
か
ら
上
は
後
補
の
作
で
す
。
高

さ
は
、
２
ｍ
15
㎝
で
、
宝
珠
と
笠

は
花
崗
岩
、
火
袋
は
木
枠
で
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
台
・
竿
・
基
礎

は
造
立
当
時
の
も
の
で
す
。
竿
の

正
面
に
奉
太
神
宮
と
、石
・
水
・
稲
・

金
と
あ
り
ま
す
。

　

太
神
宮
は
、
天
照
大
神
を
祀
る

伊
勢
神
宮
で
、
氏
神
様
の
稲
荷
神

社
と
水
之
明
神
社
。
崇
敬
神
社
の

石
鎚
山(

石
鎚
神
社)

・
金
毘
羅
大

権
現
の
頭
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
ま

す
。
裏
側
に
は
、
建
立
年
の
文
化

十
三(

１
８
１
６)

丙
子
九
月
吉
日

と
あ
り
ま
す
。

　

伊
予
市
内
（
伊
予
地
区
）
で
調

査
し
た
山
灯
篭
は
13
基
で
、
江
戸

時
代
後
期
の
文
化
年
間
（
１
８
０

４
～
１
８
１
７
）
の
も
の
が
９
基
、

幕
末
の
安
政
６
年
が
１
基
、
明
治

時
代
の
も
の
が
３
基
確
認
で
き
ま

し
た
。と
り
わ
け
、文
化
１
３
年（
１

８
１
６
）
の
山
灯
篭
は
４
基
あ
り
、

三
秋
の
他
に
上
野
の
本
村
集
落
内

と
天
神
社
、
宮
下
の
伊
曽
能
神
社

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
新
聞
み
あ
き
」
第
７
号
で

紹
介
さ
れ
た
、
稲
多
愛
一
郎
の
整

理
紀
念
碑
の
横
に
、
常
夜
灯
が
あ

り
ま
す
。

　

灯
籠
の
う
ち
、
街
道
沿
い
や
、

寺
社
の
門
前
な
ど
に
一
対
で
な
く

単
独
で
あ
る
灯
籠
を
常
夜
燈
と
呼

び
、
竿
の
正
面
に
常
夜
燈
の
文
字

が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ

原

中

の
常

夜

燈

（文
責
）　

日
山　

貞
治

雪
・
寒
波
、
大
変
悪
天
候
の
中
、

地
域
の
為
に
ご
協
力
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
時
に
は
、
地
域
の

方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
頂
き
大
変
喜
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
大
変
交
通
量

の
多
き
時
な
ど
、
迅
速
に
対
応
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
交
通
の
流
れ
を
良
く

し
た
り
、
地
元
優
先
に
貢
献
し
て

頂
い
た
こ
と
は
、
皆
さ
ま
承
知
の

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

警
備
員
全
員
の
方
々
の
大
き
な
挨

拶
に
も
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
大
林
組
の
工
事
期
間

が
無
事
故
で
終
え
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
は
、
最
大
の
功
績
だ
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
長
い
期
間
ご
苦

労
様
で
し
た
。
あ
と
少
し
継
続
し

ま
す
が
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
明
神
山
ト
ン
ネ
ル
工

事
に
大
変
ご
協
力
を
頂
い
た
愛
高

警
備
保
障
の
方
々
に
、
お
礼
の
投

稿
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

約
５
年
前
か
ら
雨
・
風
・
猛
暑
・

愛
高
警
備
保
障
の
方
々
へ

の

お

礼

（文
責
）　

前
区
長　

西
村　

常
貞 取材協力頂いた警備員の皆さん

三
秋
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
円
滑
で
安
全
な
交
通
誘
導
が

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

私
の
担
当
す
る
場
所
は
、
近
隣
の

方
と
接
す
る
機
会
が
多
く
、
皆
さ

ん
に
助
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
常

日
頃
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
務

め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
迷
惑
お

掛
け
し
ま
す
け
ど
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

一
生
懸
命
誘
導
頑
張
り
ま
す
の

で
、
通
り
か
か
っ
た
ら
声
掛
け
し

て
く
だ
さ
い
。

三
秋
の
住
人
様
の
心
温
か
い
ご
協

力
に
よ
り
、
工
事
車
両
と
の
事
故

無
く
円
滑
に
行
程
が
進
ん
で
お
り

ま
す
こ
と
に
、
私
は
心
か
ら
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

三
秋
道
で
警
備
す
る
こ
と
に
心
掛

け
た
こ
と　

①
地
域
の
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
➁
工
事
車
両

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
③
三
秋
の
池
入
口

と
Ｊ
Ｒ
の
カ
ル
バ
ー
ト
の
区
間
を

片
側
に
し
た
（
カ
ル
バ
ー
ト
の
出

口
で
何
度
も
追
突
し
そ
う
に
な
っ

た
為
）④
工
事
車
両
の
ス
ピ
ー
ド
厳

守
（
守
れ
な
い
車
両
に
対
し
て
は

元
請
に
報
告
）⑤
見
や
す
い
立
ち
位

置
で
の
合
図
⑥
警
備
員
と
の
無
線

で
の
情
報
連
携

通
勤
・
農
作
業
と
お
忙
し
い
中
、

お
急
ぎ
の
時
も
あ
る
の
に
も
関
わ

ら
ず
交
通
誘
導
に
ご
協
力
頂
き
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地
元
車
は
あ
り
が
と
う
と
手
を
上

げ
て
３
７
８
号
へ
。

　

各
隊
員
に
於
い
て
は
、
自
己
健

康
管
理
の
徹
底
、
相
互
啓
発
（
鼓

舞
）、
絶
対
に
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
使
命
感
・
責
任
感
の
強
さ
を

感
じ
た
。
三
秋
地
区
の
任
務
に
於

い
て
、
自
ら
が
成
長
し
た
と
も
言
っ

て
い
た
。
地
元
住
民
お
よ
び
関
係

者
の
ご
協
力
・
ご
支
援
が
あ
っ
た
。

　

延
べ
５
年
８
ヶ
月
の
間
、
交
通

事
故
０
件
、
道
中
の
ト
ラ
ブ
ル
な

く
、
地
元
民
の
安
全
安
心
し
た
生

活
の
確
保
に
貢
献
し
た
。
２
０
２

４
年
３
月
、
大
林
組
ト
ン
ネ
ル
工

事
は
完
了
、
高
速
道
明
神
山
ト
ン

ネ
ル
は
完
成
し
た
。

　

高
速
道
４
車
線
化
明
神
山
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
、
２
０
１
８
年
８
月

よ
り
開
始
さ
れ
た
。
国
道
３
７
８

号
三
秋
入
口
か
ら
明
神
ト
ン
ネ
ル

工
事
現
場
間
の
三
秋
工
事
道
路
に

於
け
る
交
通
整
理
、
警
備
等
に
『
愛

高
警
備
保
障
』
女
性
リ
ー
ダ
ー
城

戸
職
長
他
６
名
の
隊
員
が
配
備
さ

れ
た
。
主
任
務
は
地
元
車
の
優
先
、

工
事
車
両
の
ス
ピ
ー
ド
30
㎞
／
h

厳
守
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
、
地

元
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
で

あ
る
。

　

工
事
開
始
後
は
、
10
輪
工
事
車

（
ダ
ン
プ
車
）
１
５
０
台
／
日
、

関
係
車
、
地
元
車
等
で
道
路
幅
の

狭
い
曲
が
り
角
あ
り
、
車
両
の
渋

滞
混
雑
が
多
発
し
た
。
各
隊
員
の

懸
命
な
る
対
話
、
携
帯
無
線
機
の

活
用
に
よ
り
、
状
況
・
情
報
の
共

有
化
対
応
し
、
難
局
を
乗
り
越
え

た
。
10
輪
車
の
ス
ピ
ー
ド
出
し
過
ぎ

が
多
発
し
た
が
、
大
林
組
か
ら
の

厳
し
い
指
導
も
あ
っ
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
た
。

①
地
元
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
た
。

住
民
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、

今
日
は
寒
い
が
頑
張
っ
て
下
さ

い
。」

隊
員
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

最
優
先
で
お
守
り
し
ま
す
、
安
心

し
て
お
通
り
下
さ
い
。」

➁
10
輪
ド
ラ
イ
バ
ー
と
隊
員
は
、

目
の
合
図
、
手
を
上
げ
る
等
、
時

に
は
「
今
日
は
何
回
来
る
の
で
す

か
。」「
お
疲
れ
様
、
あ
り
が
と
う
。

」「
明
日
も
来
る
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。」

③
地
元
車
が
３
７
８
号
線
入
口
の

停
止
線
で
待
つ
数
秒
間
、
隊
員
笑

顔
で
白
旗
指
示
（
お
待
た
せ
し
ま

し
た
、
ど
う
ぞ
お
入
り
下
さ
い
）。

『愛
高
警
備
保
障
』交
通

警
備
女
性
リ
ー
ダ
ー

奮

闘

記

（文
責
）　

𠮷
岡　

満



種レンコン植付け後（2024年5月）

烏谷池の自生レンコン（2018年9月）

　

今
年
で
、
６
年
目
を
迎
え
る
『
レ

ン
コ
ン
収
穫
体
験
会
』
用
の
レ
ン

コ
ン
栽
培
が
ス
タ
ー
ト
。
例
年
通

り
、
４
月
初
旬
に
種
レ
ン
コ
ン
の

掘
り
出
し
と
、
植
え
付
け
を
行
っ

た
。
今
年
は
、
特
に
自
生
レ
ン
コ

ン
の
活
用
を
意
識
し
た
栽
培
が
特

徴
だ
。
こ
こ
で
言
う
『
自
生
レ
ン

コ
ン
』
と
は
、
そ
の
年
の
レ
ン
コ

ン
を
掘
り
起
こ
さ
ず
、
そ
の
ま
ま

翌
年
の
種
レ
ン
コ
ン
と
し
て
栽
培

し
た
レ
ン
コ
ン
で
あ
る
。
逆
に
、

掘
り
起
こ
し
た
も
の
を
種
レ
ン
コ

ン
と
し
て
植
え
栽
培
し
た
レ
ン
コ

ン
は
『
再
生
レ
ン
コ
ン
』
と
呼
ぶ
。

　

１
年
目
か
ら
栽
培
管
理
を
担
っ

て
お
ら
れ
る
𠮷
岡
さ
ん
に
よ
る

と
、
４
年
目
か
ら
試
験
的
に
一
部

自
生
レ
ン
コ
ン
と
し
て
、
再
生
レ

ン
コ
ン
と
一
緒
に
栽
培
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
自
生
レ
ン
コ
ン

の
方
が
草
勢
が
強
い
傾
向
に
あ
る

と
い
う
。
元
来
、
レ
ン
コ
ン
は
連

作
障
害
を
起
こ
し
や
す
い
作
物
と

言
わ
れ
て
お
り
、
毎
年
植
え
る
場

所
を
変
え
な
が
ら
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
栽
培
す
る
の
一
般
的
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
三
秋
に
お

い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
上
の
都
合
も

あ
り
、
１
年
目
か
ら
同
じ
畑
で
栽

培
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
レ
ン
コ
ン

が
収
穫
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、

お
そ
ら
く
栽
培
で
利
用
し
て
い
る

水
が
明
神
山
か
ら
の
湧
き
水
で
あ

る
か
ら
で
は
な
い
か
と
𠮷
岡
さ
ん

は
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
当
新
聞
第
８

号
に
て
、
取
り
上
げ
た
烏
谷
池
の

自
生
レ
ン
コ
ン
だ
（
詳
し
く
は
第

８
号
を
参
照
）。
こ
ち
ら
も
明
神
山

か
ら
の
湧
き
水
で
育
っ
て
お
り
、

こ
の
点
で
両
者
は
共
通
し
て
い

る
。
今
年
は
、
自
生
レ
ン
コ
ン
の

領
域
を
増
や
し
て
い
る
の
で
、
天

候
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
例
年
以
上
に

た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る
も
の
と
期

待
さ
れ
る
。

イベントで掘り起こした所に植付け

（文
責
）　

原
田　

浩
明

自

生

と

再

生

の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
レ
ン
コ
ン

校門前の横断歩道にて

　

４
月
16
日
、
北
山
崎
小
学
校
に

て
恒
例
の
交
通
安
全
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
校
庭
内
に

て
実
際
の
道
路
に
見
立
て
た
模
擬

道
路
で
、
歩
き
方
や
交
差
点
で
の

渡
り
方
な
ど
の
基
本
的
な
交
通

ル
ー
ル
を
学
び
、
次
に
、
実
際
の

道
路
に
出
て
実
践
。
慣
れ
な
い
動

作
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
警
察
官

の
丁
寧
な
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
た
新
入
生

の
皆
さ
ん
で
し
た
。

校庭内にてしっかりと練習

は

じ

め

て

の

交

通

ル

ー

ル

（文
責
）　

原
田　

浩
明

川本朱里さんより

藤井彩佳さんより

新田楓牙くんより

久保大和くんより 谷本絋之くんより

播
磨
柚
姫
（
は
り
ま　

ゆ
ず
き
）

さ
ん
、
河
野
彩
和
（
こ
う
の　

さ

わ
）
さ
ん
、
中
学
校
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
高
校
で
は

同
じ
夢
を
見
る
友
人
に
出
会
う
機

会
も
あ
り
ま
す
。
部
活
、
勉
強
に

と
、
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
と
思
い

ま
す
。
ど
う
か
、
自
分
を
大
切
に
、

伸
び
伸
び
と
成
長
で
き
ま
す
よ
う

に
と
応
援
し
て
い
ま
す
。

の
ペ
ー
ス
で
輝
け
ま
す
よ
う
に
と

応
援
し
て
い
ま
す
。

藤
井
彩
佳
（
ふ
じ
い　

あ
や
か
）

さ
ん
、
久
保
大
和
（
く
ぼ　

や
ま

と
）
く
ん
、
川
本
朱
里
（
か
わ
も

と　

あ
か
り
）
さ
ん
、
新
田
楓
牙

（
に
っ
た　

ふ
う
が
、
中
村
地
区
）

く
ん
、
小
学
校
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
小
学
校
で
楽
し

い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
ね
。
中

学
校
で
は
生
徒
数
も
増
え
、
慣
れ

な
い
日
々
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ど
う
か
自
分
ら
し
く
、
そ
れ
ぞ
れ 右から藤井さん、川本さん、久保くん、新田くん

谷
本
絋
之
（
た
に
も
と　

ひ
ろ
ゆ

き
）
く
ん
、
小
学
校
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
小
学
校
で

は
た
く
さ
ん
お
友
だ
ち
を
つ
く
っ

て
、
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
と
応
援
し
て
い
ま
す
。

入学式当日の絋之くん

卒
業
・入
学
お
め
で
と
う

（文
責
）　

稲
多　

早
苗

灯籠全景

う
で
す
。
種
類
も
花
崗
岩
等
の
石

材
を
加
工
し
、
組
み
合
わ
せ
た
普

通
型
と
、
地
元
の
自
然
石
を
組
み

合
わ
せ
た
山
灯
籠
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

原
中
の
常
夜
燈
は
、
安
山
岩
の

自
然
石
を
組
ん
だ
山
灯
籠
で
、
火

袋
か
ら
上
は
後
補
の
作
で
す
。
高

さ
は
、
２
ｍ
15
㎝
で
、
宝
珠
と
笠

は
花
崗
岩
、
火
袋
は
木
枠
で
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
台
・
竿
・
基
礎

は
造
立
当
時
の
も
の
で
す
。
竿
の

正
面
に
奉
太
神
宮
と
、石
・
水
・
稲
・

金
と
あ
り
ま
す
。

　

太
神
宮
は
、
天
照
大
神
を
祀
る

伊
勢
神
宮
で
、
氏
神
様
の
稲
荷
神

社
と
水
之
明
神
社
。
崇
敬
神
社
の

石
鎚
山(

石
鎚
神
社)

・
金
毘
羅
大

権
現
の
頭
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
ま

す
。
裏
側
に
は
、
建
立
年
の
文
化

十
三(

１
８
１
６)

丙
子
九
月
吉
日

と
あ
り
ま
す
。

　

伊
予
市
内
（
伊
予
地
区
）
で
調

査
し
た
山
灯
篭
は
13
基
で
、
江
戸

時
代
後
期
の
文
化
年
間
（
１
８
０

４
～
１
８
１
７
）
の
も
の
が
９
基
、

幕
末
の
安
政
６
年
が
１
基
、
明
治

時
代
の
も
の
が
３
基
確
認
で
き
ま

し
た
。と
り
わ
け
、文
化
１
３
年（
１

８
１
６
）
の
山
灯
篭
は
４
基
あ
り
、

三
秋
の
他
に
上
野
の
本
村
集
落
内

と
天
神
社
、
宮
下
の
伊
曽
能
神
社

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
新
聞
み
あ
き
」
第
７
号
で

紹
介
さ
れ
た
、
稲
多
愛
一
郎
の
整

理
紀
念
碑
の
横
に
、
常
夜
灯
が
あ

り
ま
す
。

　

灯
籠
の
う
ち
、
街
道
沿
い
や
、

寺
社
の
門
前
な
ど
に
一
対
で
な
く

単
独
で
あ
る
灯
籠
を
常
夜
燈
と
呼

び
、
竿
の
正
面
に
常
夜
燈
の
文
字

が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ

原

中

の
常

夜

燈

（文
責
）　

日
山　

貞
治

雪
・
寒
波
、
大
変
悪
天
候
の
中
、

地
域
の
為
に
ご
協
力
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
時
に
は
、
地
域
の

方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
頂
き
大
変
喜
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
大
変
交
通
量

の
多
き
時
な
ど
、
迅
速
に
対
応
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
交
通
の
流
れ
を
良
く

し
た
り
、
地
元
優
先
に
貢
献
し
て

頂
い
た
こ
と
は
、
皆
さ
ま
承
知
の

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

警
備
員
全
員
の
方
々
の
大
き
な
挨

拶
に
も
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
大
林
組
の
工
事
期
間

が
無
事
故
で
終
え
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
は
、
最
大
の
功
績
だ
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
長
い
期
間
ご
苦

労
様
で
し
た
。
あ
と
少
し
継
続
し

ま
す
が
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
明
神
山
ト
ン
ネ
ル
工

事
に
大
変
ご
協
力
を
頂
い
た
愛
高

警
備
保
障
の
方
々
に
、
お
礼
の
投

稿
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

約
５
年
前
か
ら
雨
・
風
・
猛
暑
・

愛
高
警
備
保
障
の
方
々
へ

の

お

礼

（文
責
）　

前
区
長　

西
村　

常
貞 取材協力頂いた警備員の皆さん

三
秋
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
円
滑
で
安
全
な
交
通
誘
導
が

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

私
の
担
当
す
る
場
所
は
、
近
隣
の

方
と
接
す
る
機
会
が
多
く
、
皆
さ

ん
に
助
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
常

日
頃
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
務

め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
迷
惑
お

掛
け
し
ま
す
け
ど
、
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

一
生
懸
命
誘
導
頑
張
り
ま
す
の

で
、
通
り
か
か
っ
た
ら
声
掛
け
し

て
く
だ
さ
い
。

三
秋
の
住
人
様
の
心
温
か
い
ご
協

力
に
よ
り
、
工
事
車
両
と
の
事
故

無
く
円
滑
に
行
程
が
進
ん
で
お
り

ま
す
こ
と
に
、
私
は
心
か
ら
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

三
秋
道
で
警
備
す
る
こ
と
に
心
掛

け
た
こ
と　

①
地
域
の
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
➁
工
事
車
両

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
③
三
秋
の
池
入
口

と
Ｊ
Ｒ
の
カ
ル
バ
ー
ト
の
区
間
を

片
側
に
し
た
（
カ
ル
バ
ー
ト
の
出

口
で
何
度
も
追
突
し
そ
う
に
な
っ

た
為
）④
工
事
車
両
の
ス
ピ
ー
ド
厳

守
（
守
れ
な
い
車
両
に
対
し
て
は

元
請
に
報
告
）⑤
見
や
す
い
立
ち
位

置
で
の
合
図
⑥
警
備
員
と
の
無
線

で
の
情
報
連
携

通
勤
・
農
作
業
と
お
忙
し
い
中
、

お
急
ぎ
の
時
も
あ
る
の
に
も
関
わ

ら
ず
交
通
誘
導
に
ご
協
力
頂
き
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地
元
車
は
あ
り
が
と
う
と
手
を
上

げ
て
３
７
８
号
へ
。

　

各
隊
員
に
於
い
て
は
、
自
己
健

康
管
理
の
徹
底
、
相
互
啓
発
（
鼓

舞
）、
絶
対
に
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
使
命
感
・
責
任
感
の
強
さ
を

感
じ
た
。
三
秋
地
区
の
任
務
に
於

い
て
、
自
ら
が
成
長
し
た
と
も
言
っ

て
い
た
。
地
元
住
民
お
よ
び
関
係

者
の
ご
協
力
・
ご
支
援
が
あ
っ
た
。

　

延
べ
５
年
８
ヶ
月
の
間
、
交
通

事
故
０
件
、
道
中
の
ト
ラ
ブ
ル
な

く
、
地
元
民
の
安
全
安
心
し
た
生

活
の
確
保
に
貢
献
し
た
。
２
０
２

４
年
３
月
、
大
林
組
ト
ン
ネ
ル
工

事
は
完
了
、
高
速
道
明
神
山
ト
ン

ネ
ル
は
完
成
し
た
。

　

高
速
道
４
車
線
化
明
神
山
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
、
２
０
１
８
年
８
月

よ
り
開
始
さ
れ
た
。
国
道
３
７
８

号
三
秋
入
口
か
ら
明
神
ト
ン
ネ
ル

工
事
現
場
間
の
三
秋
工
事
道
路
に

於
け
る
交
通
整
理
、
警
備
等
に
『
愛

高
警
備
保
障
』
女
性
リ
ー
ダ
ー
城

戸
職
長
他
６
名
の
隊
員
が
配
備
さ

れ
た
。
主
任
務
は
地
元
車
の
優
先
、

工
事
車
両
の
ス
ピ
ー
ド
30
㎞
／
h

厳
守
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
、
地

元
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
で

あ
る
。

　

工
事
開
始
後
は
、
10
輪
工
事
車

（
ダ
ン
プ
車
）
１
５
０
台
／
日
、

関
係
車
、
地
元
車
等
で
道
路
幅
の

狭
い
曲
が
り
角
あ
り
、
車
両
の
渋

滞
混
雑
が
多
発
し
た
。
各
隊
員
の

懸
命
な
る
対
話
、
携
帯
無
線
機
の

活
用
に
よ
り
、
状
況
・
情
報
の
共

有
化
対
応
し
、
難
局
を
乗
り
越
え

た
。
10
輪
車
の
ス
ピ
ー
ド
出
し
過
ぎ

が
多
発
し
た
が
、
大
林
組
か
ら
の

厳
し
い
指
導
も
あ
っ
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
た
。

①
地
元
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
た
。

住
民
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、

今
日
は
寒
い
が
頑
張
っ
て
下
さ

い
。」

隊
員
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

最
優
先
で
お
守
り
し
ま
す
、
安
心

し
て
お
通
り
下
さ
い
。」

➁
10
輪
ド
ラ
イ
バ
ー
と
隊
員
は
、

目
の
合
図
、
手
を
上
げ
る
等
、
時

に
は
「
今
日
は
何
回
来
る
の
で
す

か
。」「
お
疲
れ
様
、
あ
り
が
と
う
。

」「
明
日
も
来
る
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。」

③
地
元
車
が
３
７
８
号
線
入
口
の

停
止
線
で
待
つ
数
秒
間
、
隊
員
笑

顔
で
白
旗
指
示
（
お
待
た
せ
し
ま

し
た
、
ど
う
ぞ
お
入
り
下
さ
い
）。

『愛
高
警
備
保
障
』交
通

警
備
女
性
リ
ー
ダ
ー

奮

闘

記

（文
責
）　

𠮷
岡　

満
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左上から

・登山前のミーティ
ング

・祠設置前の山頂
の様子

・新旧の祠

・新しく再設置され
た祠

新しい祠の設置
当日の様子

め
、
10
月
14
日
に
「
古
道
の
登
頂

登
山
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

設
置
登
山
で
は
分
割
し
た
と
は

い
え
、
30
㎏
近
く
の
重
い
荷
物
を

背
負
っ
て
の
登
山
で
は
、
傾
斜
が

急
で
歩
み
を
進
め
づ
ら
く
、
場
所

に
よ
っ
て
は
草
木
を
か
き
分
け
な

が
ら
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
。
山

登
り
に
慣
れ
た
学
生
で
あ
っ
て
も

体
力
的
な
負
担
が
大
き
か
っ
た
よ

う
で
す
。
中
に
は
、「
命
の
危
機
を

感
じ
た
」
と
い
う
感
想
も
あ
り
、

気
軽
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
山
で

は
な
い
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
よ

う
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
苦
労
を
越
え

て
頂
上
に
着
き
、
無
事
に
帰
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は

楽
し
さ
と
爽
快
感
に
変
わ
り
ま

す
。
景
色
の
変
化
、
仲
間
と
と
も

に
得
ら
れ
る
達
成
感
は
、
か
け
が

え
の
な
い
経
験
に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

今
後
は
登
山
道
を
維
持
し
つ

つ
、
も
う
少
し
登
り
易
く
出
来
る

よ
う
な
道
が
付
け
れ
る
様
、
な
ん

と
か
活
動
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

皆
様
に
、
改
め
て
感
謝
・
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
制
限
さ
れ

た
活
動
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
愛

媛
大
学
・
笠
松
浩
樹
准
教
授
と
配

下
の
学
生
の
皆
さ
ん
達
の
力
を
借

り
ま
し
て
、
入
り
口
か
ら
１
km
程

の
古
道
の
整
備
と
、
そ
の
古
道
の

先
に
あ
る
里
山
の
針
葉
樹
林
帯
の

間
伐
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
補
助
金
事
業
が
終
了

し
た
昨
年
度
（
令
和
５
年
度
）
は
、

笠
松
先
生
に
よ
る
『
地
域
連
携
実

習
』
と
い
う
授
業
に
お
い
て
、
三

秋
地
区
を
対
象
に
、
学
生
さ
ん
達

に
実
践
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
古
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
三
秋
の
歴
史
を
踏
ま

え
、
三
秋
の
未
来
を
考
え
る
」
と

い
う
実
習
目
的
の
も
と
、
昨
年
６

月
17
日
・
18
日
に
明
神
山
や
大
池

の
歴
史
・
文
化
を
探
る
た
め
の
「
現

地
聞
取
り
調
査
」
を
行
い
、
住
民

と
企
画
・
実
践
す
る
た
め
の
活
動

と
し
て
、
崩
れ
て
放
置
さ
れ
て
い

た
明
神
社
の
祠
を
ど
う
に
か
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
祠
を
石
製
に

し
て
再
設
置
す
る
事
と
な
り
、
三

秋
自
治
区
が
製
作
し
て
く
れ
た
石

製
明
神
社
祠
を
再
設
置
す
る
た

　

最
初
の
登
山
イ
ベ
ン
ト
の
後
、

有
志
に
て
林
野
庁
の
「
森
林
・
山

村
多
面
的
発
揮
対
策
交
付
金
」
事

業
に
よ
る
補
助
を
受
け
、
３
年
間

登
山
道
（
古
道
）
整
備
の
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
活
動
を
見
守
っ
て

頂
い
た
、
地
権
者
様
及
び
自
治
区

の
区
長
・
役
員
の
方
々
、
地
域
の

愛
大
生
と
山
頂
社
祠
の

再

生

を

完

了

！

（文
責
）　

中
藤　

彰
悟

①
仙
波
尚
（
セ
ン
バ
タ
カ
シ
）・
総

代
・
60
歳
・
Ｄ
Ｉ
Ｙ（
日
曜
大
工
で

作
る
物
は
、
愛
着
が
湧
き
、
何
か

特
別
な
物
に
感
じ
ま
す
。）

②
石
川
県
能
登
地
方
で
最
大
震
度

７
を
観
測
す
る
地
震
が
あ
り
ま
し

た
。
中
央
構
造
線
・
伊
予
断
層
が

近
く
を
走
る
三
秋
地
区
に
お
い

て
、
災
害
時
の
防
災
は
と
て
も
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
少
し
ず
つ
勉
強
し
生
ま
れ
育

っ
た
三
秋
地
区
に
、
少
し
で
も
役

に
立
て
れ
る
よ
う
に
努
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

③
集
落
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
レ
ン

コ
ン
収
穫
体
験
会
は
、
活
気
が
あ

ふ
れ
、
楽
し
く
記
事
を
拝
見
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
長

く
住
ん
で
い
る
土
地
や
馴
染
み
の

あ
る
場
所
で
も
、
そ
の
歴
史
は
意

外
と
知
ら
な
い
も
の
で
す
。
三
秋

の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
あ
り
が
た
い
で
す
。

④
総
代
と
い
う
立
場
に
は
、
ま
だ

ま
だ
未
熟
な
点
が
多
々
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
精
一

杯
運
営
に
携
わ
っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

④
地
域
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
。

①
竹
本
光
一
（
タ
ケ
モ
ト
コ
ウ
イ

チ
）・
専
務
総
代
・
64
歳
・
大
型
バ

イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン
グ

②
地
域
の
こ
と
、
何
も
知
ら
ず
に

ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
間
過
ご
し
て

い
く
中
で
、
行
事
ご
と
に
参
加
し

て
地
域
の
こ
と
を
知
る
機
会
に
な

れ
ば
と
思
う
。

③
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
興
味
を
持

つ
よ
う
な
話
題
作
り
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

①
折
井
敬
（
オ
リ
イ
タ
カ
シ
）・
区

長
・
75
歳
・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
（
北

山
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
監
督
で
全

国
優
勝
）

②
今
年
元
旦
に
起
き
た
能
登
半
島

地
震
を
見
て
、
明
日
は
我
が
身
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
も
何
年
後
か
に
起
こ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
家
族
で

話
し
合
っ
て
準
備
し
て
、
自
分
の

命
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

③
２
０
１
６
年
４
月
に
み
あ
き
新

聞
が
始
ま
っ
た
、
役
員
の
皆
さ
ま

と
関
係
者
の
努
力
に
感
謝
し
ま

す
。
今
後
と
も
三
秋
住
民
の
皆
さ

ま
の
力
を
借
り
て
益
々
発
展
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

④
高
速
道
路
の
工
事
も
終
わ
り
に

近
づ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

は
大
池
の
改
修
工
事
が
始
ま
り
、

住
民
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
部
落
行
政
に

つ
き
ま
し
て
も
ご
協
力
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
役
職
・
年

令
・
趣
味
特
技
等

②
新
年
度
へ
の
抱
負
に
つ
い
て

③
地
域
新
聞
み
あ
き
に
期
待
す
る

こ
と
或
い
は
思
う
こ
と

④
住
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

　

今
年
度
（
令
和
６
年
度
）
改
選

と
な
り
ま
し
た
新
役
員
３
名
の
方

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
以
下
次

の
形
式
に
て
記
載
。

左から竹本新専務総代・折井新区長・仙波新総代

新
任
役
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

３
月
10
日
、
令
和
５
年
度
三
秋
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
２
年
以
来
、
４
年
ぶ
り
の
通
常

開
催
と
な
っ
た
今
年
は
、
執
行
部

三
役
全
員
が
任
期
満
了
と
な
る

為
、
各
種
事
業
及
び
会
計
報
告
の

後
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
役
員
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
、
そ
し
て
、
新
役
員
の
皆

さ
ん
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。                       

４年ぶり制限なしで開催された総会

（文
責
）　

原
田　

浩
明

４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
、

三

秋

通

常

総

会

皆さんのお家に古い写真が眠っていませんか？昔の風景や
お祭り等、三秋に関する昔の写真がございましたらご連絡く
ださい。また、その他の投稿・情報・写真も随時お待ちし
ております。 ★みあきの○○〇 ★うちの家族を紹介します　
etc・・・。自薦他薦問いません。お近くの当新聞編集
委員もしくは、メールにてご連絡下さい。　　
info.miaki@gmail.com

編   集    後    記
最近、野草に興味を持つようになり、食用に適した野
草を文献やネット等で調べて、美味しい調理法を研究
しています。食用に適した野草がそこら辺に生えてい
る草の中に意外とあること、そして、季節ごとに様々
な種類あり、地域特有の草も存在していることを知り、
更に興味が湧いてきました。皆さんの身の回りにもあ
ると思いますので、一度調べてみてはいかがでしょう
か。

第21号の当選者は伊予市の福森さんです。おめでとう
ございます。

　三秋線には、３箇所のバス停があ
りますが、始発点の三秋から三秋口
までの間は、フリー乗降区間になっ
ているので、区間内ならどこでも乗
り降りができます。
運行日:月～金 運休日:土・日・祝日・12/29～1/3
問い合わせ先:伊予市　経済雇用戦略課　
                                       代表　℡９８２－１１１１

解説

①　三秋口（A）
②　三秋消防団詰所（B）
③　三秋（C）

答え

第21号のクイズの答えと解説

れかにてご応募ください。正解者の中から抽選で１
名の方に図書カード５００円分をプレゼントいたし
ます。
宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２
            地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切 2024年９月９日（月）必着
当選発表　本紙第23号にて
※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳
重に管理し、プレゼントの発送及び当事務局からの
お知らせ以外の目的では使用いたしません。

応募フォームこちら

①クイズの答え 　
かっぱうようよ号（　）
鉄道ホビートレイン（　）
夕焼けビールトロッコ列車 （　）
②住所③氏名④年令⑤本紙の感想
（どの記事が良かったか）などを
明記の上、郵便ハガキ・Ｅメール・
公式 HP の応募フォーム（左記の
QR コードからアクセス）のいず

応 募 方 法

A 一番右側の車両

B 一番左側の車両

C 右側の車両

Q.Ａ～Ｃの車両は、次のうちどの名称で呼ばれてい
ますか。

ＪＲ四国で、通常は「愛ある伊予灘線」を運行しない、
他の路線を運行している車両です。

読者プレゼントコーナー 
～通常他路線を運行する車両に関するクイズ～  

次号では、新しく家族になった「おいも」ちゃん「こむぎ」ちゃん「おこめ」ちゃん
を紹介します。

性別 さび猫の女の子

年齢 １１歳か１２歳？
会社に迷い込んできた子ですが、
家族の一員になりました。

性格 今は、体調を崩しがちですが、体
調の良い時は、外に出て自由に過
ごしています。

性別 女の子

年齢 １１歳　５月２２日生まれ

犬種 黒のトイプードル

性格 年を重ねたせいで、体毛が少し白
くなってきていますが、負けん気
が強く、元気いっぱいで、走るの
が速い子です。知っている人がい
れば、大変喜んでくれます。

武知錠司さんの「ジュン」ちゃんと「ミー」ちゃんNo.13
うちの家族を紹介します （文責・日山　貞治）

きの編集委員会にもお邪魔しています。いわば、三秋の人間では
ない私ですが、こうした形で関わらせてもらい、大変感謝してい
ます。
　さて、そんな私が行っている活動で、昨年『いよし百冊物語』
という冊子を発行しました。「あなたが好きな本を 1 冊教えてく
ださい！」伊予市に住む人関わる人約100人に、本を1冊紹介し
てもらい、それらをまとめた冊子です。この冊子を作成するにあ
たり、三秋でも事前に「推し本紹介読書会」を行いました。そして、
冊子では三秋の方が8名登場してくれました。おかげさまで大好
評だったこの冊子。「私も書きたい！紹介したい！」という声を
受け、現在第2弾の制作準備に取りかかっています。
　昨年発行した『いよし百冊物語』第1弾につきましては、図書
館や伊予市内の公民館でも見ることができます。お目にかかる機
会がありましたら、ぜひ、あなたの好きな本も教えて下さい。

　令和元年第10号から、この「み
あき図書館」を書かせてもらって
います。12回目となる今号では、
自己紹介をさせて下さい。私は伊
予市内で「いよ本プロジェクト」
という本に関わる活動をしていま
す。紹介型の読書会や古本の交換
会を開催しながら、南伊予で私設
図書館ビブリオ AA を開館してい
ます。2019年から始めた活動も、
6 年目となりました。ひょんなこ
とからご縁があり、ホタル観賞会
に参加したり、レンコン収穫体験
会を手伝ったり、なかなか毎月は
参加できませんが、地域新聞みあ

いよ本プロジェクト運営委員会（編集・発行）
『いよし百冊物語』
みあき図書館 （文責・岡田　有利子）
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